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［要　約］

クリプトスポリジウム（Cr）症は、黒毛和種において 30 日齢内に多発する下痢症で、効果的な予防
薬や治療薬がないため重症化しやすく、子牛の体重減少や死亡を引き起こす。従来、衛生管理による対
策が主だったが、今回、子牛とその母牛に焦点を当てた調査を実施した。A農場においてET子牛での
問題が深刻であり、Cr 症に対する複数の対策を講じた。初乳製剤の添加は効果が見られなかったが、
妊娠末期母牛への代謝プロファイルテストに基づく栄養補充は、下痢治療日数や子牛のDGに良好な影
響を与えた。さらに代用乳を増量することでさらに良好な結果となった。また、寒冷期においては母牛
のエネルギー要求量が充足されていないことがCr 症悪化の原因と推察され、栄養管理を適切に行うこ
とが効果的であると示唆された。さらに、Cr 症による発育停滞は呼吸器病リスクを高める可能性があ
ることがわかった。母牛と子牛の栄養管理を強化することで、Cr 症の影響を低減できると考えられた。
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はじめに

クリプトスポリジウム（Cr）症は、黒毛和種
において 30 日齢内に発病することが多い疾病
である。効果的な予防薬および治療薬がないこ
とから、水様性便などの下痢症が重症化し脱水
および代謝性アシドーシスを引き起こす。症状
が長期化する個体もみられ、ミルクからの必須
栄養素の吸収を低下させ、体重減少、脱水、さ
らには子牛の死亡を引き起こす［2、3、16］。
近年は簡易キットの有効性［8］から、臨床現
場での診断が容易になってきた。その対策とし
て、衛生管理による対策が複数報告されている
［5、13］。今回、筆者は衛生管理等ではなく、

宿主である子牛またはその母牛に注目し調査お
よび対策を行った。
Cr 症が多発していたA農場を対象とした。
1産取り肥育（交雑種雌牛を出荷する前に黒毛
和種受精卵を移植）にて子牛生産（ET子牛）、
および黒毛和種雌牛に人工授精にて子牛生産
（AI 子牛）を行う形態であり、ともに同じ畜舎
にて飼養されていた。そこで、Cr 症を低減さ
せる目的で複数の対策を行った。アウトカムは
下痢症に関する項目だけではなく、発育および
呼吸器病なども調査した。

黒毛和種における影響

A農場では 14 日齢以内の子牛のほとんどが
下痢症状を呈し、病原体検査の結果 Cr 症と診
断された。ET子牛およびAI 子牛ともに下痢
症状を呈する個体がみられるが、特にET子牛
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におけるお問題が大きかった。ET子牛は下痢
治療日数および輸液率が高く、30 日齢 DG お
よび離乳 DGが低かった（表 1）。原因として
受動免疫移行不全（FPT）を疑い、出生から
24-48 時間以内の採血を行い、血清 IgG を測定
した。その結果、2群に差は認められず、FPT
の可能性は低かった（表 2）。初乳は Cr 症の感
受性に対する影響は小さい［4］という報告も
あり、FPTと Cr 症の関連性は低い可能性があ
ると考えらえた。また、7、10、14、20 日齢に

おいて糞便を採取し Cr の OPG を測定した。
その結果、7日齢においてともにCrが認められ、
10 日齢において ET子牛がAI 子牛に比べで高
値となった（図 1）。以上の結果から受動免疫
の状態や Cr の暴露量に違いが認められなかっ
たにもかかわらず、Cr 症の症状、発育および
OPG に違いが認められた。ET子牛およびAI
子牛はともに同じ衛生環境で飼養されているこ
とを考えると、それぞれの個体の抗病性に違い
があると考えられた。そこで子牛の抗病性を考

家畜感染症学会誌
13巻 4号　2024 黒毛和種におけるクリプトスポリジウム症の影響と母牛管理からの対策事例

－ 96 －

4,200

49,274 35,644
85,590

5,340

482,410

194,394

5,545
0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

7 10 14 20

OP
G

⽇齢

AI ET

要約統計量 AI ET P値
頭数 n 34 32 -
IgG(mg/ml) mean(SD) 50.6(24.8) 53.2(35.7) 0.73
IgG:20mg/ml未満の割合(頭数) %(n) 8.8(3) 9.4(3) 1.00

表1 A農場のAI子牛とET子牛におけるCrによる下痢症および発育の違い
要約統計量 AI子牛 ET子牛 P値

頭数 n 99 180 -
下痢治療日数 median(IQR) 2(1-4) 7(4-8) <0.01
輸液率 %(n) 6.1(6) 47.2(85) <0.01
30日齢DG mean(SD) 0.40 (0.22) 0.20 (0.16) <0.01
離乳DG mean(SD) 0.60 (0.12) 0.51 (0.14) <0.01

図1　AI子牛およびET子牛におけるCrのOPG推移（AI：n=10、ET：n=10）

表2　AI子牛およびET子牛における血清IgG

表1　A農場のAI子牛とET子牛におけるCrによる下痢症および発育の違い



慮した対策（介入）を実施した。

代用乳に初乳製剤を添加

近年、新生子牛への移行乳の有効性が報告さ
れている［7、17］。今回、ET子牛において母
子分離（3 日齢）後から 10 日齢まで代用乳に
初乳製剤（ヘッドスタート、50g/ 回）を添加し、
その効果を対照群と比較した。その結果、下痢
治療日数、輸液率、30 日齢 DG において差は
認められなかった（表 3）。離乳 DGは初乳製
剤添加群で低値となった。Cr 症に対して移行
乳の有効性が報告されている［17］が、今回は
そのような結果とはならなかった。発病率が著
しく高く、30 日齢における DGは正常発育に
比べ低いことから、子牛そのものの抗病性が低
いことが要因のひとつであると考えられた。

妊娠末期母牛への介入

AI 子牛および ET子牛の母牛の分娩前 1 カ
月の母牛の代謝プロファイルテスト（MPT）
を実施したところ、ET 子牛の母牛において
BUNとビタミン Eが基準値未満である個体が
認められた。特に BUNは測定したすべての個
体が低値であった。そこでこれらを補充するた
めに大豆粕およびビタミン E製剤の添加する
対策を行いその効果を検証した。
介入後、出生体重に変化は認められなかった
が、下痢治療日数および輸液率の低下、30 日
齢 DGおよび離乳DGの上昇が認められた（表
3）。さらに呼吸器病が低減した。Cr 症の発病
は認められるものの、重症化する個体は少なく
発育に与える影響が小さくなり、30 日齢およ
び離乳DGが高くなったと考えられた。
子牛の抗病性（免疫）と妊娠末期の母牛の栄

養状態との関係は多く報告されている［11、
14］。今回、妊娠末期の母牛への介入し、栄養
を充足させたことで子牛の抗病性が高まったこ
とで Cr 感染が成立しても重症化を抑制させた
と考えられた。
Cr 症は人獣共通感染症であり、人において
はHIV 感染者において有病率が高く、CD4 細
胞<200 cells/mL が危険因子と報告されている
［1］。よって今回の結果と合わせると、黒毛和
種においても抗病性の低下が Cr 症の影響を大
きくしている要因のひとつと考えられた。

代用乳給与法への介入

オリベットらの報告では、高栄養代用乳給与
は従来の代用乳給与に比べ、Cr 感染後の糞便
スコアの回復が早く、ADGは高くなったと報
告している［9］。A農場の母牛介入後、代用
乳増給（最大量に達する日数を短縮）を実施し
た。その結果、輸液率は低下し、30 日齢およ
び離乳 DGは高くなった（表 3）。また、代用
乳の最大量に達する日齢が早い個体ほど、DG
は高くなった。よって、母牛管理を適切に実施
し子牛の抗病性を高めたうえで、早期から子牛
の栄養を充足させることは Cr 症をさらに低減
させ、発育を向上させることが可能であると考
えられた。

寒冷期の影響と対策

A農場において、分娩前母牛の栄養充足およ
び新生子牛への早期の代用乳増給などの対策に
より、Cr 症および発育は年単位で改善がみら
れた。しかし、月ごとを集計すると季節性がみ
られ、寒冷期の下痢治療日数の増加およびDG
の低下がみられた（図 2）。A農場における寒
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要約統計量 対照群（介入前）
頭数 n 36 36 162 69
下痢治療日数 median(IQR) 6(4-8) 5.5(4-12) 4(2-7) * 6(4-8)
輸液率 %(n) 41.7(15) 44.4(16) 15.4(25) ** 7.2(5) **
30日齢DG mean(SD) 0.25(0.17) 0.16(0.14) 0.38(0.24) 0.47(0.21) *
離乳DG mean(SD) 0.55 (0.15) 0.39 (0.28) * 0.74 (0.13) ** 0.81 (0.11) **
呼吸器病発病率 %(n) 63.9(23) 69.4(25) 42.9(16) * 26.1(18) **

初乳製剤添加 ⺟⽜介入 代用乳介入

代用乳介入：母牛介入を行った上で実施
*：P<0.05（vs 対照群）
**：P<0.01（vs 対照群）

表3　ET子牛における各対策（介入）の結果



冷対策は、子牛においてはヒーター設置、母牛
においては特別な対策は実施しておらず十分と
は言えない状況であった。寒冷環境下では子牛
母牛ともに維持エネルギーが上昇することが報
告されている［6、10］。そこで、子牛および分
娩前母牛の寒冷における影響が子牛のDGに与
える影響を調査した。気象庁の気温データをも
とに子牛母牛それぞれのエネルギー要求量比
（至適温域のエネルギー要求量に対する比率）
を算出した。子牛は出生から 30 日齢まで、母
牛は分娩前 2 カ月から分娩までを調査期間と
し、それぞれの要求量比と 30 日齢 DGとの相
関関係を調べた。その結果（図 3）、相関性は
子牛において認められず（r=-0.07 、P=0.13）、
母牛においては負の相関（r=-0.19 、P<0.001）
が認められた。つまり、A農場における寒冷
期の子牛DGの低下は妊娠末期の母牛のエネル

ギー要求量が充足されていないことによるもの
であると考えられた。
そこで、対策として分娩前 1カ月の母牛への
アミノ酸含有脂肪酸飼料（ベストバランス・U、
100g/ 日）を追加給与しその効果調べた。その
結果、非投与の対照群に比べ給与群では下痢治
療日数および輸液率に違いは認められなかった
が、30 日齢 DG、離乳DGおよび呼吸器病発病
率は有意差が認められた（表 4）。今回使用し
たアミノ酸含有脂肪酸飼料は、妊娠末期の母牛
へ給与することで出生子牛に良好な影響がある
と報告されている［12］。以上から、寒冷期の
栄養充足を考慮した母牛管理は、子牛の抗病性
を低下させず、寒冷期の Cr 症による下痢の重
症化およびそれに伴う発育停滞の対策として有
効であることが示唆された。
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図2　A農場におけるET子牛の出生月ごとの下痢治療日数および30日齢DG（2020-2021年：n=546）

図3　子牛および分娩前母牛における平均要求量比と子牛の30日齢DGとの関係（n=526）



発育、胸腺および呼吸器病への影響

これまで Cr 症への様々な低減対策を実施し
てきたが、すべての改善例において発育の上昇
がみられ、さらに呼吸器病の減少が認められた。
多くの個体が呼吸器病を発病する前である 30
日齢におけるDGが上昇していたことから、発
病前の発育状態が呼吸器病発病に影響している
と予想し、Cr 症が発生した 5農場において調
査を行った。
30 日齢において DGおよび離乳時において
胸部超音波検査（TUS）を実施し 10㎜以上の
コンソリデーション（CL）を有する割合を調べ、

DGとの関係を調査した。さらに 30 日齢にお
いて頚部超音波検査を行い胸腺の幅を調べ、
DGとの相関関係を調べた。その結果、30 日齢
におけるDGが小さいほど CLを有する割合は
高くなった（図 4）。また、30 日齢 DGと胸腺
の幅には正の相関があった（図 5）。
胸腺の大きさは若齢子牛の抗病性に密接に関
与している［15］ことから、Cr 症の影響で発
育が停滞した牛は抗病性が低く、その後の呼吸
器病のリスクが高まることが示唆された。

おわりに

従来、Cr 症対策として主に衛生環境への対
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Q1: 下位 25％、Q2：25％ -50％、Q3：50％ -75％、Q4：上位 25％
各区分の中央値（範囲）　�Q1：0.31（-0.05-0.38）、Q2：0.44（0.38-0.51）、Q3：0.59（0.51-0.68）、

Q4：0.79（0.68-1.18）

図4　Cr症発生農場における30日齢DGの四分位区分によるCLを有する割合（n=179）

要約統計量 対照群 給与群 P値
頭数 n 94 28 -
出⽣後30⽇要求量⽐ mean(SD) 1.07 (0.05) 1.06 (0.06) 0.78
分娩前60⽇要求量⽐ mean(SD) 1.09 (0.05) 1.09 (0.05) 0.93
下痢診療回数 median(IQR) 5.5(4-8) 6(4-8.25) 0.70
輸液率 %(n) 20(20) 21.4(6) 1.00
30⽇齢DG mean(SD) 0.29 (0.28) 0.42 (0.30) 0.04
離乳DG mean(SD) 0.71 (0.13) 0.82 (0.10) <0.001
呼吸器病発病率 %(n) 69.1(65) 42.9(16) 0.02

表4　寒冷期における分娩前母牛へのアミノ酸含有脂肪酸飼料給与の結果
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策が多く報告されてきた。本稿では母牛および
子牛に注目し、それらの栄養管理を中心とした
対策をすることで Cr 症を低減できた事例を紹
介した。若齢子牛における疾病には、妊娠末期
の母牛の栄養状態が大きく関与していることが
多い。感染症において発病の原因が病原体では
なく子牛自身の抗病性に起因していることもあ
り、母牛管理からアプローチすることで根本解
決できる疾病は臨床現場において少なくないと
感じている。Cr 症もそのような疾病のひとつ
と捉えることで、解決につながる事例もあると
考える。
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【Abstract】

Cryptosporidiosis (Cr) is a diarrheal disease that occurs frequently in 30-day-old Japanese Black calves, and 
since there is no effective prophylactic or therapeutic drug, the disease can easily become severe, causing calf 
weight loss and death. The problem was so severe in ET calves at Farm A that multiple measures were taken to 
combat Cr disease. The addition of colostrum products was not effective, but nutritional supplementation based on 
metabolic profile tests for end of pregnancy cows had a positive impact on diarrhea treatment days and calf DG. 
Furthermore, increasing the amount of milk substitutes had even more favorable results. In addition, it was inferred 
that the lack of sufficient energy requirements of cows during the cold season was the cause of worsening Cr 
disease, suggesting that proper nutritional management would be effective. In addition, it was found that stunting 
due to Cr disease may increase the risk of respiratory disease. It was suggested that enhanced nutritional 
management of mothers and calves could reduce the effects of Cr disease.

Keywords: calf management, cold stress, cow management, cryptosporidiosis, respiratory disease
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